(別添様式１- １)
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　　項：社会福祉費　　目：障害者福祉費
	事業名: 音声機能障がい者発声訓練・指導者養成事業（国補）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　健康福祉部　障害福祉課　社会参加担当　電話番号：058-272-1111（内2614）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11226@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,065千円（前年度予算額：1,065千円）

	事業内容


	１　事業の内容


＜訓練事業＞

・疾病等により咽頭を摘出し、音声機能を喪失した者が訓練等により社会復帰できるよう講習会を実施
・講習会の概要

　会 場 等　　岐阜教室（岐阜大学医学部付属病院：毎週水曜日）

　　　　  　　高山教室（高山総合福祉センター：毎月第２/第４金曜日）

　指導方法　  これまで、発声方法を取得した方に、ボランティアとして指導員を委託
<養成事業＞

・上記訓練事業の指導者の養成と指導者のレベルアップを図るため、中部ブロック発声訓練指導者養成研修会（各県持ち回りで開催）に指導者とその候補者を派遣する。

	２　所要経費


・音声機能障がい者発声訓練・指導者養成事業：１，０６５千円
　国１／２　県１／２　国庫補助［地域生活支援事業］
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


・～平成17年度　岐阜市内のみで訓練を実施
・平成18年度　　高山市内で喉摘を行う病院等への説明や地元の喉摘者への相談会
・平成19年度～　高山市で講習会を実施
（平成22年度）

　開催回数：岐阜教室45回　（のべ881名出席）

　　　　　　高山教室23回　（のべ113名出席）

　受講者数：６９名
	３　これまでの取組に対する評価


・音声機能障がい者が社会復帰し、地域で安心して暮らしていくため、不可欠な事業として定着している。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,065
	    532
	
	
	
	
	
	
	533

	要求額
	1,065
	    532
	
	
	
	
	
	
	533

	決定額
	1,065
	    532
	
	
	
	
	
	
	533


